



















































































3）Archives parlementaires, Tome 73, Séance du mercredi 28 août 1793, p. 128.
4）「革命軍」（armées révolutionnaires）とは正規の軍隊ではなく、最高価格法を徹底
さ せ、食 料 供 給 を 促 す た め に 作 ら れ た 武 装 組 織 で あ る。« Armées
révolutionnaires », Dictionnaire historique de la Révolution française, PUF, 1989,
p. 41-42.
5）憲法が公布された一七九三年八月一〇日から、「恐怖政治」が整えられる九月まで
の動向については、以下の論文を参照。Anne Jourdan, « La journée du 5
septembre 1793 ―La terreur a‒t‒elle été à l’ ordre du jour?», Visages de la
Terreur ―L’exception politique de l’an Ⅱ, Armand Collin, 2014, p. 45-60. この論
文では、歴史上「恐怖政治」が始まったとされる九月五日、国民公会においては「恐
怖政治」（La Terreur）という言葉によって今後取られる例外的法措置が名付けら






























civisme », « Comités de surveillance », Dictionnaire historique de la Révolution
française, op.cit., p. 198 et p. 258.






















































8）Réimpression de l’ancien Moniteur, Bureau central, 31 vol., 1840-1845, vo.ⅩⅧ,
p. 89-90.
9）« Comités de surveillances », Dictionnaire historique de la Révolution française,
op.cit., p. 258.
10）Boulant Antoine, « Le suspect parisien en l’an II », Annales historiques de la











































































12）« Contre le rapport de Julien (de Toulouse) sur les administrations rebelles »,
Messager du soir ou Gazette générale de l’Europe, t.Ⅰ, no. 425, p. 4, Œuvres de
Maximilien Robespierre, t.Ⅹ, Société des études robespierristes, 2011, p. 152. 以
下、この著作集から引用する際には OMRの略号を用いる。
13）« Contre la mise en accusation des députés protestataires contre le 2 juin », OMR,
t.Ⅹ, p. 135.



























15）Michel Biard, Pascal Dupuy, La révolution française. Dynamique et ruptures





































































































































































































































22）« Sur les principes de morale politique qui doivent guider la Convention
















































































































の国民公会でのロベスピエールの発言を参照。OMR, t.Ⅹ, p. 159-161, p. 280-281.
29）二つの分派に関しては、この演説ではとくに以下の頁を参照。OMR, t. Ⅹ, p.
359-366.ここでもまだ、二つの分派に属する者として誰も名指されていない。


























































31）« Sur les rapports des idées religieuses et morales avec les principes républicains,
et sur les fêtes nationales », OMR, t.Ⅹ, p. 458.
























34）«Sur les rapports des idées religieuses et morales avec les principes républicains,



































































































41）すでに引用。« Sur les rapports des idées religieuses et morales avec les principes





















































43）« Sur l’influence de la calomnie », OMR, t. Ⅸ, p. 44-45.
44）« Sur les accusations de Roland et de Louvet », « Réponse à l’ accusation de
























45）« Sur l’influence de la calomnie », OMR, t. Ⅸ,p. 60.
46）« Sur l’organisation du tribunal criminel extraordinaire », OMR, t. Ⅸ, p. 315.
47）« Sur la liberté de la presse (art. 7)», journal des débats et décrets, no. 214,


























48）すでに引用。« Sur les rapports des idées religieuses et morales avec les principes















































































51）« Pour que les honneurs du Panthéon soient décernées au jeune Bara », t. Ⅹ, p.
293.
52）« Sur les rapports des idées religieuses et morales...» avec les principes

















































































55）Rédacteur, vendredi 9 septembre 1796, cité in Albert Mathiez, La
Théophilanthropie et le culte décadaire. Essais sur l’ histoire religieuse de la

























56）François Wartelle, « Bara, Viala. Le thème de l’ enfance héroïque dans les
manuels scolaires (Ⅲe République)», Joseph Bara (1779-1793). Pour le duxième
centenaire de sa naissance, 1981, p. 107.
57）Ibid., p. 101-102.
い、自尊心や個人の勇気を称揚するものとして用いられた後、第二次世界大戦
後は徐々に廃れていくことになった。それほどフランスでは徐々に、共和政を
死んでも守ろうとする愛国主義よりも、すでに自明なものとなった共和政にお
いて尊重される個人主義が優勢になっていったのであろう。しかしだからと
いって、「恐怖政治」期に立法者たちが直面した問題が解決したとはかぎらな
い。
結論にかえて
「恐怖政治」も「最高存在の祭典」も、共和国が革命の状態にある、すなわ
ち政体がいまだに確立されていない非常事態時に敢行された。革命の状態にあ
るという現状認識に基づいて、革命政府と例外的司法は正当化された。問題
は、革命をいつまで続けなければならないかだ。「革命とは、自由の敵に対す
る、自由の戦争である」とロベスピエールは言った。「自由の戦争」はどこま
で続けなければならないのか。フランス革命は、人民が自由を求めて始まっ
た。王権を停止することによって、人民はたしかに、旧体制の鉄鎖からは自由
になった。しかしロベスピエールは、自由になった人民に向けて、なおも「自
由の戦争」の続行を呼びかけた。人民はどこまで自由になるように求められた
のか。「自由と平等を平和に享受すること」ができる日まで、「正義が君臨する」
日まで、革命政府は個々人の「市民的自由」よりも「公的自由」に専心すると
ロベスピエールは言った。「公的自由」とは何のことだったのか。重視された
のは、私的利益よりも公的利益を優先される「徳」であった。個々人の外に存
在する権威からの解放という意味での自由は、もはや問題となっていない。重
要になるのは、個々人の内に存在する「自由の敵」、すなわち私的情念、私的
関心から解き放たれることである。そのような解放は、いまここにいる「私」
の在り方を否定することができるという「自由」によってしか成し遂げられな
い。この「自由」、自己を乗り越える能力によってこそ、他の人々と共に平等
と「市民的自由」を平和に享受することのできる空間は開く。人々が思い描い
ていた自由とは、たいていの場合、憲法によって護られる個々人の「市民的自
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由」だったろう。しかし、「市民的自由」だけでは解決できない問題が残った
のである。立法者たちは、人知を超えた神への宗教的な感情に頼って道徳を基
礎づけようとしたが、それは、市民的義務の履行を市民たちに促し、それに
よって正義を行き渡らせるためであった。はたして人民は、神に頼らずとも、
自らの主権によって「正義が君臨する」国家を創設することができるのか。創
設できていない限り、時がどれだけ経っても、場所が変わっても、人民主権を
求める人々は革命を続行するように呼びかけられ、自己陶冶が求められる。た
しかに「恐怖政治」も「最高存在の祭典」も危険な陶冶の形式であり、似たよ
うな形式が差し出された際には警戒しなければならない。しかし、陶冶の要請
それ自体は正当である。人間には自らの在り方を否定することができる能力が
ある。この「自由」に基づいて、「私」は、恐怖に怯えることなく、祭典に騙
されることもなく、どのようにして、どこまで自己を否定し、「私たち」の道
徳を自分たちの主権でもって基礎づけることのできる公的な空間を開けばいい
のか。「恐怖政治」と「最高存在の祭典」が過去のものとなっても、この問題
は残り続ける。
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